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小学校学習指導要領の第 4節理科やその解説書の理科編では，「予想」と「仮説」という用語が
併記されており，例えば「根拠ある予想や仮説を発想し」などのように，これら 2つの用語が特に
区別されずに使われている．そして，自然の事物・現象に興味・関心をもち，問題を見いだし，予
想や仮説を基に観察，実験を行い，その結果を基に結論を導きだすという問題解決の過程を通して，
問題解決の力を育成しようとしている．学習指導要領に基づく小学校理科の教科書では，「問題」
を提示した直後に「予想しよう」という項目を設定しているが，「仮説」の表記はなく，「予想」と
「仮説」の区別もしていない．一方，高校生を対象とした，「予想」と「仮説」の区別に関するアン
ケート調査の結果によると，これら 2つの言葉の区別が曖昧であることが分かった．ここでは特に
小中学校の学習指導要領と小中学校の理科の教科書における「予想」と「仮説」との扱われ方を明
らかにし，今後，指導の在り方を議論するための足がかりとする．
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1　はじめに
小学校理科では，以前から問題解決の過程を重視し

た学習活動に取り組んでいる．その問題解決の過程と
は，自然の事物・現象に対する気づき，問題の設定，
予想や仮説の設定，検証計画の立案，観察・実験の実
施，結果の処理，考察，結論の導出と考えられている
（文部科学省 2018a）．また，平成 29年告示の小学校
学習指導要領の小学校理科の目標には「見通しをもっ
て観察，実験を行うことなどを通して」とあり，この「見
通しをもって」とは，予想や仮説をもち，それらを基
にして観察，実験などの解決の方法を発想することで
あると示されている（文部科学省 2018b）．
これに基づいて小学校理科のすべての教科書では

観察や実験の前には「予想」についての記載がある．
このように小学校学習指導要領やその解説，さらに理
科の教科書では問題解決の過程の一部である「予想や
仮説をもつ」ことが重視されている．しかし，「予想
や仮説」と表記されるように，これらの言葉がたびた
び併記されるが，これらの言葉の違いについては示さ
れていない．
一方，小中学校の理科の授業において，仮説設定

の実践的研究は盛んに行われてきた．例えば，益田ら
（2013）は 5年生の物の溶け方の単元の，水に食塩を
溶かす実験の前後で全体の質量はどうなるかという問
いに対して，児童との対話を通して，考えをモデル化
しながら「仮説」を立てる実践を行っている．安部ら
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（2018）は 6年生のものの燃え方と空気の単元の，ど
うすれば集気瓶の中のろうそくをもっと長く燃やせる
かという問いに対して，仮説設定の指導方法を検討し
ている．ここでは実験の材料を提示することで児童の
考え（仮説）を引き出すことに効果があったと報告し
ている．宮本（2014）は，中学 2年生の化学分野に
おける定比例の法則に関する授業で，因果関係を踏ま
えたある生徒の「仮説」をクラス内で共有し，類型，
統合などして修正しながら「仮説」を設定することに
よって，実験結果の分析も深まることを指摘している．
これらの実践は，児童生徒との対話を通して，ある事
象を説明するための検証可能な「仮説」を立て，観察
や実験で確認する展開に導いている．
また，山田ら（2014）は「仮説」を設定する力と

それに影響を及ぼす要因を探るため，小学 6年生を
対象として質問紙調査を行い，その結果に基づいて要
因の分析を行った．
さらに中村ら（2018）は大学生と大学院生を調査

対象として，学習者が「仮説」を設定する際の思考過
程を明らかにし，その過程における有効な指導方法の
分析を行った．
一方，「仮説」の設定に有効な手段として Cothron

ら（2006）が開発した The Four Question Strategy

（4QS）に関する研究も精力的に行われてきた（小林
ら，2006；金子ら，2011；山田ら，2014；山口ら，
2015）．これらの先行研究はいずれも，ある事象につ
いての因果関係に着目し，従属変数とそれに影響を
与えると考えられる独立変数を明らかにして，それ
らを関連付けて「仮説」を導出する 4QSの有効性を
実践的に確認した．最近，山田ら（2019）は 4QSに
おける 4つのステップを 2つずつまとめて，全体で 2

つのステップに統合した The Two Question Strategy

（2QS）を考案することで，仮説設定についての有効
性を検討した．これら 4QSや 2QSを用いた指導は，
因果関係に着目しやすい場合，すなわち従属変数と独
立変数の関係から「仮説」を導き，観察や実験でそれ
らの変数の関係を検証できる場合には有力な指導方法
になると考えられる．
以上のように「仮説」を設定するための研究は精力

的に行われているが，管見によれば小学校理科におけ

る「予想」と「仮説」の扱い方に着目した研究は見当
たらない．
そこで本研究では，小学校と中学校の学習指導要領

及び，それらに基づくそれぞれの理科の教科書におい
て，「予想」と「仮説」がどのように扱われているの
かを明らかにすることを目的とした．

2　方法
2-1　小中学校学習指導要領での予想と仮説
小学校，中学校のそれぞれの学習指導要領とその解

説理科編の pdfを用いて，「予想」と「仮説」のキー
ワード検索を行い，それらの言葉が使われている場所
を特定し，どのように使われているかを調査した．

2-2　小中学校理科の教科書での予想と仮説
福井県では全県の小中学校で，理科の授業では東京

書籍の教科書が使用されている．そこで，東京書籍の
理科の教科書を用いて「予想」と「仮説」がどのよう
に扱われているのかについて調査した．
さらに，小学校理科の教科書に掲載されているすべ

ての「問題」に対して，可能な限り「検証された仮説」
を「まとめ（結論）」から想定し，それぞれの独立変
数と従属変数を学年ごとにまとめた（表 5～ 8）．そ
の際，仮説検証型の問題設定には適さないと判断した
場合は，独立変数と従属変数の欄に「＊」を記載した。 

2-3　予想と仮説に関する高校生アンケート
福井県内の県立高校 1年生を対象として，「予想」

と「仮説」について以下のとおりアンケートを行い，
高校生の「予想」と「仮説」のとらえかたを調査した．
・実施日：2021年 9月 27日
・対象：高校 1年生 72名
・質問内容は以下のとおり：
理科の授業や課題研究で使われている「予想」と「仮

説」について伺います．
（1）あなたは「予想」と「仮説」について，具体的
に学んだことがありますか．番号に〇を付けるなどし
て答えてください．
①ある　→いつ，どこで（　　　　　　　　　）
②ない
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③わからない（記憶にない）
（2）あなたは「予想」と「仮説」について区別して
いますか？
①明確に区別している．
②曖昧である．
③区別していない（同じものとしてとらえている）．

（3）あなたは，「予想」と「仮説」をどのようにとら
えていますか？　次に続けて，文章で説明してくださ
い．同じものととらえている場合は，まとめて説明し
てください．
「予想」とは，・・・
「仮説」とは，・・・

3　結果
3-1　小学校学習指導要領における「予想」と「仮説」
小学校学習指導要領では，育成を目指す資質・能力

について（1）知識及び技能，（2）思考力，判断力，
表現力等，（3）学びに向かう力，人間性等として示
している（文部科学省 2018d）．理科の「予想」と「仮
説」については，思考力，判断力，表現力等の資質・
能力として「観察，実験などを行い，問題解決の力を
養う」中に位置づけられている．
この「問題解決の力」は，各学年を通して育成を目
指す力として，表 1のように示されている．第 3学年

では「主に差異点や共通点を基に，問題を見いだすと
いった問題解決の力」，第 4学年では「主に既習の内
容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説を発想す
るといった問題解決の力」，第 5学年では「主に予想や
仮説を基に，解決の方法を発想するといった問題解決
の力」，第 6学年では「主に妥当な考えをつくりだすと
いった問題解決の力」の育成をそれぞれ目指している．
このように「予想や仮説」という具体的な表記は第 4

学年と第 5学年の理科の目標や内容として登場する．

そして，小学校学習指導要領の第 4節理科において，
「予想や仮説」に関する記述は，8ページにわたって
合計 19回登場する（表 2）（文部科学省 2018d）．第
4学年の目標では「根拠のある予想や仮説を発想する
力を養う．」という記述が 2件，第 4学年の内容で「根
拠のある予想や仮説を発想し，表現すること．」とい
う記述が 7件，第 5学年の目標で「主に予想や仮説
を基に解決の方法を発想する力を養う」という記述が
2件，第 5学年の内容で「予想や仮説を基に，解決の
方法を発想し，表現すること．」という記述が 7件，
指導計画の作成と内容の取り扱いで「問題を見いだし，
予想や仮説，観察，実験などの方法について考えたり
説明したりする学習活動」という記述が 1件である． 

一方，第 3学年や第 6学年の理科の目標では「予
想や仮説」という表記はなく，代わりに第 3学年で
は「主に差異点や共通点を基に，問題を見いだす力」，
第 6学年では「より妥当な考えをつくりだす力を養う」
となり，内容においても第 3学年では「差異点や共
通点を基に，～についての問題を見いだし，表現する
こと」，第 6学年では「より妥当な考えをつくりだし
表現すること」となっている．
以上のように，小学校学習指導要領やその解説では「予

想」と「仮説」という記述は第 4学年と 5学年に集中し
て登場するが，第 3学年と第 6学年には記載がない．ま
た，それらの違いについての言及はないことが分かった．
しかし，これらのことは「予想」と「仮説」が 3年

生と 6年生には必要がないということではなく，観察，
実験を行う際には，学年を問わず「仮説」を立てたり，
「予想」したりすることによって，見通しをもって観察，
実験を行う意義についても示されている（（文部科学
省 2018e）．

第 3学年 主に差異点や共通点を基に，問題を見いだすといった問題解
決の力

第 4学年 主に既習の内容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説を
発想するといった問題解決の力

第 5学年 主に予想や仮説を基に，解決の方法を発想するといった問
題解決の力

第 6学年 主に妥当な考えをつくりだすといった問題解決の力

表 1　各学年の問題解決の力

学年 記述内容 件数

第 4学年
根拠のある予想や仮説を基に解決の方法を発想する
力を養う 2

根拠のある予想や仮説を発想し，表現すること 7

第 5学年

主に予想や仮説を基に解決の方法を発想する力を養う 2
予想や仮説を基に解決の方法を発想し，表現すること 7
問題を見いだし，予想や仮説，観察，実験などの方
法について考えたり説明したりする学習活動 1

19

表 2　 小学校学習指導要領解説理科編における「仮説」の記述
とその件数（件）
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3-2　中学校学習指導要領における「予想」と「仮説」
中学校学習指導要領第 2章第 4節の理科の本文に

は「仮説」の言葉は登場しない（文部科学省 2017）．
一方，中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説理
科編には，8ページ，13カ所にわたって「仮説」の
記述が登場する（表 3）（文部科学省 2018f）．

学年 記述内容 件数

第 1章
総則

理科における資質・能力の例として一般的な説明を
するために使用 4

小学校理科に言及するもの 2

第 2章
理科の目標
及び内容

小学校で身に付けた問題を見いだす力や根拠のある予
想や伝説を発想する力などを… 3

仮説の検証が充分に行えないものがあったりする 1
見通しをもって課題や仮説の設定をしたり 1
観察，実験の結果を分析し解釈して仮説の設定をしたり 1
課題の探求の場面では，仮説を設定し 1

13

表 3　 中学校学習指導要領解説理科編における「仮説」の記述
とその件数（件）

第 1章総則では，6カ所に使用されているが，この
うち 4カ所は，理科における資質・能力の例として
一般的な説明をするために使用され，残り 2カ所は
小学校理科に関するものである．「仮説」とは何かと
いう仮説そのものに対する言及はない．この点は，小
学校学習指導要領と同様である．
第 2章理科の目標及び内容では，目標に関する項

目で，「小学校で身に付けた問題を見いだす力や根拠
のある予想や仮説を発想する力などを・・・」という
表現で 3回，「仮説の検証が十分に行えないものがあ
ったりする．」という表現で 1回登場する．
また，指導計画作成上の配慮事項の項目で，「見通

しをもって課題や仮説の設定をしたり，・・・」とい
う表現で 1回，「観察，実験の結果を分析し解釈して
仮説の妥当性を検討したり，・・・」で 1回登場する．
さらに，「内容の取り扱いについての配慮事項」で，

「課題の探求の場面では，仮説を設定し，・・・」とい
う表現で 1回登場する．
すなわち，中学校学習指導要領の理科において，「仮

説」に関しては，「小学校で身に付けた問題を見いだ
す力や根拠のある予想や仮説を発想する力などを発
展させ」という文脈で言及されていることが分かる．
13カ所登場するうちの 1カ所では，第 2分野（生物・

地学領域）の特徴として「仮説の検証が十分に行えな
いものがあったりする．」という記述がある．

3-3　小学校理科の教科書における「予想」と「仮説」
では，次に小学校理科の教科書では「予想」や「仮

説」をどのように扱っているだろうか．それらの言葉
が登場する場面を手がかりに学年ごとに調査した（毛
利衛他 2020abcd）．
どの学年の理科の教科書にも，「仮説」という表記

はない．すべて「予想」という表記である．それも「予
想しよう」という項目として登場するのみで，予想の
内容が記載されているわけではない．予想そのものに
ついては児童に考えさせるために，あえて記載してい
ないと推察される．「予想しよう」の項目の本文には
「・・・について考えましょう．」という表記があり，「問
題」について児童の考えを促す記述になっている．「予
想しよう」の次に続く「計画しよう」の項目では「問
題」についての実験方法について考え，何を検証する
のか，どのように検証するのかを考えた上で，観察や
実験に移っていく．
東京書籍の理科の教科書では，すべての学年の教科

書冒頭で「理科の学び方」という項目を設け，次のよ
うに 3つの段階に分けて問題解決の過程を項目立て
て示している．1．問題をつかむ「問題」，2．調べる
「予想しよう」「計画しよう」「観察」「実験」，3．ま
とめる「考えよう（3，4年）」「考察しよう（5，6年）」
すなわち，「問題」→「予想しよう」→「計画しよう」
→「観察・実験」→「考察」という問題解決の過程を
明示した構成になっている．
「予想しよう」の項目では，「問題」について考える
ことを促す記述になっており，それに続く「計画しよ
う」でどのような方法で実験すれば良いかを考えるよ
うにキャラクターどうしの会話で促している．したが
って，この「計画しよう」の場面では，児童が自分た
ちの考えをどのように実験で検証したら良いかを考え
る流れになっている．ここでは観察や実験の条件とそ
の結果についての話し合いがキャラクター間で行われ
ている．この過程こそが自分たちの「仮説」をどのよ
うに検証したら良いのかを考える場面になっている．
どの学年の教科書においても「計画しよう」の項目
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で観察や実験の方法についてキャラクター間の対話が
設定されており，何を，どのように，といった方法を
明らかにして観察や実験へと移っている．したがって，
ここで「仮説」を文章化する指導があれば，児童は「仮
説」を検証するという意識が，より高まった状態で実
験に移れるのではないだろうか．しかし，現状では「予
想」や「仮説」がどのように指導されているのかにつ
いては，指導者に任されている．
特に，4年理科の教科書「予想しよう」の項目では，

次の 3項目が繰り返し強調されている．
①自分で予想する．予想には，理由をつける．
②予想を互いに発表し合う．
③自分の予想を見直す．
さらに，4年理科の教科書の特徴として，教科書の最
後に，「学んだことをふり返ろう」の項目で「予想する力」
がついたかなというページを設けている．ここでは，「問
題について，どのように予想したでしょうか」「理由を
つけて」「学んだことやけいけんしたことを理由にして」
「友だちと話し合って」などのポイントを確認している．

5年理科の教科書「予想しよう」の項目になると，「こ
れまでの経験などをもとに，考えよう」という表記が
加わっている．また，「話し合いましょう」という表
記も 1カ所，出てくる．
そして，6年理科の教科書「予想しよう」の項目で

は，基本的には「考えましょう」という表記で，一部
で「話し合いましょう」という表現が加わる．
各学年の教師用指導書においても「理科における言

語活動について」の中で，「予想」と「仮説」は特に
区別せずに，ただ発想することの指導について言及し
ているのみである（新しい理科編集委員会・東京書籍
株式会社編集部 2020abcd）．
以上のように小学校理科の教科書では，「問題」が

与えられた直後に「予想しよう」という項目があり，
そこで予想することを促してはいるが，予想そのもの
の内容については触れず，「仮説」という表記もない．

3-4　中学校理科の教科書における「予想」と「仮説」
東京書籍の中学校理科の教科書は，すべての学年の

冒頭で「科学で調べていこう」という項目を設け，問
題解決の過程を説明している（梶田隆章他 2021abc）．

そして，すべての単元でこの問題解決の過程にしたが
って次のような順で記述されている．

1．「問題発見」，2．「課題」，3．「仮説（課題に対
する自分の考えは？」，4．「構想（調べ方を考えよう）」，
5．「観察」「実験」，6．「分析解釈（考察しよう）」，「検
討改善（解決方法を考えよう）」，7．「課題に対する結
論を表現しよう」，8．「ふり返り（探究をふり返ろう）」
「活用（学びをいかして考えよう）」という構成である．

3．「仮説：課題に対する自分の考えは？」では，課
題を解決するために，仮説（課題に対する自分の考え）
を立て，探究の見通しをもつように促している．
中学校理科の教科書で「予想」や「仮説」の言葉が

登場する場面は，「仮説：課題に対する自分の考えは？」
という項目の部分で，「仮説」の言葉が明確に登場する．
しかし，教科書に記載されている内容は小学校と同

様に課題に対する自分の考えを促すだけであり，「仮
説」そのものを示した記載はなく，あくまでも各自で
「仮説」を立てるように促している． 

また，中学校 1年の理科では，「予想しよう」とい
う項目が 4カ所，「仮説：課題に対する自分の考えは？」
の項目が 5カ所，2年では，「予想しよう」が 1カ所
になり，「仮説：課題に対する自分の考えは？」は 10

カ所，3年では，「予想しよう」が 1カ所，「仮説：課
題に対する自分の考えは？」が 9カ所となる（表 4）．

記載項目 中学校1年 中学校2年 中学校3年
予想しよう 4 1 1
仮説：課題に対する自分の考えは？ 5 10 9

表 4　 「予想しよう」と「仮説：課題に対する自分の考えは？」
の記載件数（件）

中学校において，「仮説」ではなく「予想」という
表記になっている学習内容は以下のとおりである．

1年の「植物の分類」，「身の回りの物質とその性質」，
「水溶液の性質」，「音の世界」の 4単元．2年の「植
物のからだのつくりとはたらき」の 1単元．3年の「化
学変化と電池」の 1単元．合計 6単元である．
「仮説」は，1年で 5単元，2年で 10単元，3年で

9単元の合計 24カ所で立てられていた．そのうち物
理領域で 11カ所，化学領域で 4カ所，生物領域で 4

カ所，地学領域で 5カ所である．
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「仮説」にしても「予想」にしても，「課題」が与え
られた直後に「仮説：課題に対する自分の考えは？」
という項目が配置されていることは，小学校理科の教
科書の「問題」の直後に「予想しよう」が配置されて
いることと同様である．

3-5　高校生対象の予想と仮説に関するアンケート
福井県内の課題研究に取り組む，ある県立高校 1

年生 72名を対象とした，「予想」と「仮説」につい
てのアンケート結果は次のとおりである．
（1）の予想と仮説について具体的に学んだことがあ
るかどうかについては，
①ある ・・・・・・・・・・・ 19名（26.4%）
　（ ＊そのうち 14名は今年の 8月に仁愛大学で開
催された課題研究に関するワークショップで著
者が話題にしたことを回答したが，予想と仮説
について詳しく説明はしていない．3名は小中
学校で，1名は高校で学んだと回答し，残り 1

名は無回答だった．）
②ない ・・・・・・・・・・・ 29名（40.3%）
③分からない（記憶にない）・・24名（33.3%）

（2）「予想」と「仮説」について区別しているかにつ
いては，
①明確に区別している・・・・・4名（ 5.6%）
②曖昧である・・・・・・・・  62名（86.1%）
③区別していない・・・・・・・6名（ 8.3%）

図 1　「予想」と「仮説」について区別しているか？

（3）「予想」と「仮説」の自由記述による説明では，
 「曖昧である」と答えた 62名（86.1%）の生徒には，
「予想」は根拠がなく，「仮説」は根拠があるという
区別をしている傾向が見られた．また，「明確に区
別している」と回答した 4名も根拠，理由のある
なしや論理的であるかどうかで区別していた．ま
た，「区別していない（同じものとしてとらえてい
る）」と回答した 6名は，自分なりに推量すること，

あらかじめ考えることなどととらえていた．仮説を
検証するものと回答した生徒は皆無であった．
今回のアンケートはたった 1校の高校生を対象とし

たデータであるため一般化することは避けるが，近隣
の複数の小学校や中学校を卒業した生徒のデータであ
ることを考慮すると，高校生が「予想」と「仮説」と
の違いを十分には認識していない一端がうかがえる．

4　考察
小中学校の学習指導要領やその解説では，理科の「予

想」や「仮説」については，4年生の理科の目標の中で「根
拠のある予想や仮説を発想する力を養うこと」や 5年生
の理科の目標の中で「予想や仮説を基に，解決の方法を
発想し，表現すること」とそれぞれ触れられているのみ
である．また，小中学校の理科の教科書では「予想」や
「仮説」の内容が示されることはなかった．これらのこと
を踏まえて，「予想」と「仮説」の扱い方を考察する．

4-1　学習指導要領上の「予想」や「仮説」
小学校の学習指導要領やその解説では，第 4学年

の理科の目標として「根拠のある予想や仮説を発想す
る力を養うこと」という表現が登場する（文部科学省
2018gh）．ここでは「予想」と「仮説」を並列に扱っ
ていて，区別していないことを問題にしたい．
また，第 5学年の理科の目標においても「予想や

仮説を基に，解決の方法を発想し，表現すること」を
掲げている（文部科学省 2018ij）．「予想や仮説を基
に・・・」という表現も「予想」と「仮説」を類義語
として扱っている状況がうかがえる．
広辞苑第 7版によると「予想」とは「ある物事の今

後の動きや結果などについてあらかじめ想像すること．
また，その想像した内容．」とある．一方「仮説」とは「一
定の現象を統一的に説明できるように設けた仮定．近
代科学では，ここから理論的に導きだした結果が観察・
計算・実験などで検証されると、仮説の域を脱して一
定の限界内で妥当する法則や理論となる．」とある．
「予想」とは，何らかの結果をあらかじめ想像した
考えで，「仮説」とは，ある現象を仮に説明した考え
ということができる．
一方，小中学校の理科における「予想」はそれに続く
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観察や実験において検証される対象として予想されてい
る．したがって，検証できることが求められる「仮説」
と同様に，理科の授業で求められる「予想」は，検証が
可能な表現になることが推察される．このことが「検証
可能な予想＝検証可能な仮説」という認識になり，「予想」
と「仮説」の認識が曖昧になっているのではないだろうか．
「ある物事の今後の動きや結果などについてあらか
じめ想像する」という「予想」の際に，「あらかじめ
想像する」ための根拠となっている考えが「仮説」で
あり，意識するしないにかかわらず「仮説に基づいて
予想している」とみることができる．
また，「これから起こる何らかの結果を予想する」と

いうのは，これから起こる結果について，これまでの
経験や事実，または「仮説」などを根拠として想像す
ることである．仮説を立てて，その考え（仮説）を説
明する，という場面とは異なる．すなわち何らかの結
果を想像すること（予想）と，そのように予想できる
根拠となる考え（仮説）とは明確に区別されるべき異
なる概念ではないだろうか．
小学校学習指導要領（平成 29年告示）では，問題

解決の過程を「自然の事物・現象に対する気づき」，「問
題の設定」，「予想や仮説の設定」，「検証計画の立案」，「観
察・実験の実施」，「結果の処理」，「考察」，「結論の導出」
と示している．しかし，このように「予想や仮説の設定」

とひとくくりにするのではなく，発達段階に応じて「予
想」と「仮説」の違いを区別すべきではないだろうか．

 

4-2　理科の教科書の「予想」や「仮説」
これまで見てきたように小学校理科の教科書には

「仮説」という表記は出てこない．「予想しよう」とい
う項目のみである．また，中学校の教科書でも「仮説：
課題に対する自分の考えは？」という項目が登場する
のみで，「仮説」そのものは登場しない．このように
教科書の項目として「予想」や「仮説」という言葉が
登場し，児童や生徒に問題（課題）に対する自分の考
えを促す機会を設定しているが，「予想」や「仮説」
そのものを確認することは，指導者に委ねられている．
理科の授業では，問題解決の過程を重視する授業展

開が求められているが，「予想」と「仮説」との関係
を明確にした上で，問題解決の過程に位置づける必要
があると考えられる．

4-3　理科の教科書の「問題」と「仮説」との関係
そこで，小学校理科の教科書に登場する「問題」順に

したがって，学年ごとに，すべての「問題」とそれに対
する「まとめ」との関係を表にまとめた．その際，仮説
検証型の問題設定と考えられる場合には，独立変数，従
属変数についても整理した（表 5～ 8）．

表 5　小学校 3年理科の教科書に掲載されている「問題（問い）」と「まとめ（検証された仮説）」との関係
小学校 3年
理科の単元 問題（問い） 独立変数

変化するもの（Ａ）
従属変数

Ａによって変化するもの まとめ（検証された仮説）

風やゴムで動かそう 風の強さによって，物の動き方は，
どのようにかわるのだろうか． ・風の強さ ・風が物を動かすはたらき ・ 風が強いほうが，物を動かすはたら

きは，大きくなる．

風やゴムで動かそう ゴムののばし方によって，物の動き
方は，どのようにかわるのだろうか．・ゴムののび

・ ゴムの力によって物の動
いた距離

・ ゴムを長くのばすほど，物を動かす
はたらきは，大きくなる．

太陽とかげを調べよう 時間がたつと，かげの向きがかわる
のは，どうしてだろうか． ・太陽の位置 ・太陽による影の向き ・ 時間がたつと，太陽の位置が変わる

ことによって，影の向きが変わる．

太陽の光を調べよう かがみではね返した日光が当たったと
ころは，あたたかくなるのだろうか． ・日光の重ね方

・ 日光による明るさ，暖
かさ

・ はね返した日光を重ねるほど，日光
が当たったところは，明るく，あた
たかくなる．

音を出して調べよう 音が大きいときと小さいときとで，
物のふるえ方は，ちがうのだろうか．・音の大きさ ・ 音による物のふるえ方

・ 音の大きさが違うとき，物のふるえ
方には，違いがある．音が大きいと
きは，物のふるえ方は大きく，音が
小さいときは，物のふるえ方は小さい．

明かりをつけよう ●どんな物が，電気を通すのだろうか． ＊ ＊ ・ 鉄，アルミニウム，銅などは，電気を通す．
じしゃくにつけよう ●どんな物が，磁石につくのだろうか． ＊ ＊ ・鉄は，磁石につく．

じしゃくにつけよう ● 磁石は，離れていても，鉄を引きつ
けるのだろうか． ＊ ＊ ・ 磁石は，離れていても鉄を引きつける．

じしゃくにつけよう ● 鉄は，磁石につけると，磁石になる
のだろうか． ＊ ＊ ・鉄は，磁石につけると磁石になる．

※表記について単元名以外は漢字表記に直している．下線：問い方，●：仮説検証型になりにくい問い，＊：該当するものがないことを意味する．
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表 6　小学校 4年理科の教科書に掲載されている「問題（問い）」と「まとめ（検証された仮説）」との関係
小学校 4年
理科の単元 問題（問い） 独立変数

変化するもの（Ａ）
従属変数

Ａによって変化するもの まとめ（検証された仮説）（結論）

動物のからだのつく
りと運動

私たちは，どのようにして，腕を動か
しているのだろうか． ・筋肉の伸縮 ・腕の曲げ伸ばし ・ 筋肉が縮んだり緩んだりすることで腕

が曲がったり伸びたりして動く．

動物のからだのつく
りと運動

体のいろいろな部分のつくりと動き
は，どのようになっているのだろうか．

・関節の動き
・筋肉の伸縮 ・体の動き

・関節で曲がる．
・ 人の体は骨についている筋肉の伸縮
で動く．

動物のからだのつくり
と運動

動物は，どのようにして，体を動かし
ているのだろうか．

・関節の動き
・筋肉の伸縮 ・体の動き

・ 人と同じように，ほかの動物にも，骨，
筋肉，関節がある．
・ 骨，筋肉，関節によって体を動かすこ
とができる．

天気と温度 晴れの日の気温は，1日の中で，どの
ように変わるのだろうか．

・ 晴れの日の，定位
置における（条件
の統一）時刻ごと
の気温

・ 晴れの日の 1日の気温の
変化

・ 晴れの日の気温は，1日の中で，朝と
夕方が低く，昼過ぎに高くなる．

天気と温度 曇りや雨の日の気温は，1日の中で，
どのように変わるのだろうか．

・ 曇りや雨の日の，
定位置における
（条件の統一）時
刻ごとの気温

・ 曇りや雨の日の 1 日
の気温の変化

・ 曇りや雨の日は，1日の中で，気温は
あまり変わらない．

電流のはたらき 直列つなぎと並列つなぎで，モーター
の回る速さが違うのは，なぜだろうか．・電流の大きさ

・ 直列つなぎのモーター
の速さと並列つなぎモ
ーターの速さ

・ 直列つなぎのモーターの速さと並列つ
なぎのそれとの違いは，回路に流れる
電流の大きさ決まる．

雨水の行方と地面の
様子

地面に降った雨水は，どこからどこへ
流れるのだろうか．また，どのような
ところに集まるのだろうか．

・ 高い位置と低い位
置 ・雨水の流れる様子

・ 雨水は，高いところから低いところ
へと流れます．雨水は，低いところ
に集まって，たまる．

雨水の行方と地面の
様子

土や砂の粒の大きさによって，水のし
みかみ方に違いがあるのだろうか．

・ 土や砂の粒の大き
さ ・水のしみこみ方 ・ 水のしみこみ方は，土や砂の粒の大き

さによって違う．

夏の星 ● 夜空に見える星の明るさや色は，星
によって違うのだろうか． ＊ ＊ ・星の明るさや色は違う．

月や星の見え方 ● 月の見える位置は，時こくによって，
どのように変わっていくのだろうか． ＊ ＊

・ 月の見える位置は，太陽と同じよう
に，時こくによって，東から南，西
へと変わる．月の見える位置の変わ
り方は，どのような形に見えるとき
でも，同じ．

月や星の見え方

● 星も，太陽や月と同じように，時こ
くによって，見える位置が変わって
いくのだろうか．また，星のならび
方は，変わるのだろうか．

＊ ＊
・ 星や星座は，時間がたつと，見える
位置は変わる．
・並び方は変わらない．

自然のなかの水のす
がた ●水は，空気中に出ていくのだろうか ＊ ＊ ・水は，空気中に出ていく．

自然のなかの水のす
がた

● 水は，再び目に見える姿に戻るのだ
ろうか． ＊ ＊ ・ 空気中の水は，冷やされると，目に

見える姿に戻る．

とじこめた空気と水 閉じ込めた空気は，押されると，どう
なるのだろうか．

・ 一定の体積の空気
を押す力

・ 押されたときの空気の
体積

・ 閉じ込めた空気は，押されると（外
から力が加わると）体積が小さくな
る．ただし，いくら押されても，体
積がなくなることはない．

とじこめた空気と水 閉じ込めた水は，押されると，体積が
変わるのだろうか．

・ 一定の体積の水を
押す力 ・ 押されたときの水の体積 ・ 閉じ込めた水は空気と違って押され

ても体積は変わらない．

物の体積と温度 空気は，温められたり冷やされたりす
ると，体積が変わるだろうか．

・ 空気の温度（空気
を加熱する） ・空気の体積

・ 空気は温められると，体積が大きく
なり，冷やされると体積が小さくな
る．

物の体積と温度 水は，温められたり冷やされたりする
と，体積が変わるのだろうか．

・ 水の温度（水を加
熱したり冷やした
りする）

・水の体積 ・ 水は温められると，体積が大きくな
り，冷やされると体積が小さくなる．

物の体積と温度 金属は温められたり，冷やされたりす
ると，体積が変わるのだろうか．

・ 金属の温度（金属
を加熱する） ・金属の体積

・ 金属は熱せられると，体積が大きく
なり，冷やされると体積が小さくな
る．

物のあたたまり方 金属はどのように温まるのだろうか． ・ 金属の温度（金属
を加熱する） ・金属の温まる様子 ・ 金属は，熱せられたところから順に

温まっていき，やがて全体が温まる．

物のあたたまり方 空気は，どのように温まるのだろうか．・ 空気の温度（空気
を加熱する） ・空気の温まる様子 ・温められた空気は，上に動く．

・空気は，動きながら全体が温まる．

物のあたたまり方 水は，どのように温まるのだろうか． ・ 水の温度（水を加
熱する） ・水の温まる様子

・温められた水は，上に動く．
・ 水は，空気と同じように動きながら
全体が温まる．
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※表記について単元名以外は漢字表記に直している．下線：問い方，●：仮説検証型になりにくい問い，＊：該当するものがないことを意味する．

冬の星
● 冬に見られる星の明るさや色，見え
方は，どのようになっているのだろ
うか．

＊ ＊

・ 冬に見られる星も，明るさや色に違
いがある．
・ 冬に見られる星や星座も，時間がた
つと，見える位置は変わるが，並び
方は変わらない．

水のすがたと温度 水が冷えて氷になるとき，水の温度や
様子は，どのように変わるのだろうか．

・ 水の温度（水を冷
却する） ・水の温度や様子

・水を冷やすと温度が下がる．
・ 水は冷やされて 0℃になると凍り始
め，すべて氷になるまで 0℃のまま．
すべて氷になってさらに冷やすと 0
℃よりも温度は下がる．

水のすがたと温度 水を熱すると，水の温度や様子は，ど
のように変わるのだろうか．

・ 水の温度（水を加
熱する） ・水の温度や様子

・水を熱すると，水の温度が上がる．
・ 水を熱すると，湯気が出てきたり，
中からあわが出てきたりする．
・ 水が沸騰している間，水の温度は上
がらない．

水のすがたと温度 熱した後に，ビーカーの中の水が減っ
ていたのは，なぜだろうか．

・ ビーカー内の水の
温度 ・水の体積 ・ ビーカーの中の水が蒸発したから，

水が減った．

表 7　小学校 5年　理科の教科書に掲載されている「問題（問い）」と「まとめ（検証された仮説））との関係
小学校 5年
理科の単元 問題（問い） 独立変数

変化するもの（Ａ）
従属変数

Ａによって変化するもの まとめ（検証された仮説）（結論）

天気の変化 天気の変化と雲の様子には，関係が
あるのだろうか．

・雲の動き
・雲の形
・雲の量

・天気の変化

・ 雲は動いていて，時刻によって，形
や量は変化する．
・ 天気が変化するときには，雲の量が
増えたり減ったりするなど，雲の様
子が変化する．

天気の変化 ● 天気の変化の仕方には，決まりの
ようなものがあるのだろうか． ＊ ＊

・ 春，日本では，雲はおよそ西から東へ
動く．
・ 天気も雲の動きにつれて，およそ西か
ら変わる．

植物の発芽と成長 種子が発芽するためには，何が必要
なのだろうか． ・水，温度，空気 ・種子の発芽 ・ 種子が発芽するためには，水，適当

な温度，空気が必要．

植物の発芽と成長 子葉は，発芽するとき，どのようなは
たらきをしているのだろうか． ・デンプン ・種子の発芽

・ 子葉の中には，デンプンが含まれて
いて，発芽するときの養分として使
われる．

植物の発芽と成長
植物が発芽した後，大きく成長して
いくためには，水のほかに，何が必
要なのだろうか．

・日光
・肥料 ・植物の成長 ・ 植物に日光を当てたり，肥料を与え

たりすると，よく成長する．

魚の誕生 ● メダカの卵は，どのように育つのか． ＊ ＊ ・ 受精すると，少しずつ体ができ，膜
を破って子どもがかえる．

花から実へ ● ヘチマやアサガオの花は，どのよう
なつくりをしているだろうか． ＊ ＊

・ 花には雌しべをもった雌花と雄しべ
をもった雄花があるものと，1つの
花に雌しべと雄しべをもつものがあ
る．

花から実へ ● ヘチマの花粉は，いつ，雄しべから
雌しべの先に運ばれるのだろうか． ＊ ＊ ・ ヘチマの花粉は，花が咲いた後に，

雄しべから雌しべの先に運ばれる．

花から実へ 雌しべの基の部分が実になるために
は，受粉が必要なのだろうか． ＊ ＊ ・ めしべのもとの部分が，実になるた

めには，受粉することが必要．

台風と天気の変化
● 台風は，どのように動くのだろうか．
また，台風の動き方によって，天気
はどのように変わるのだろうか．

＊ ＊

・ 台風は日本の南で発生し，多くは西
へ動き，やがて北や東へ動く．
・ 台風が近づくと，強い風がふき，短
い時間に大雨が降り，天気の様子が
大きく変わる．

流れる水のはたらき
流れる場所によって，川と川原の石の
様子には，どのような違いがあるだろ
うか．

・川が流れる場所
（水の流れる速さ）

・流れの速さ
・川幅
・石の形

・ 山の中では，水の流れが速く，川幅
が狭い．川原には角張った大きな石
が多い．
・ 平地では，流れが緩やかで，川幅が
広い．丸みのある石が多くなる．

流れる水のはたらき 流れる水には，どのようなはたらきが
あるのだろうか．

・削り量
・運搬量
・堆積量

・地面の変化
・ 流れる水には，地面を削ったり，土
や石を運んだり，土や石を堆積させ
たりするはたらきがある．

流れる水のはたらき
土地の様子を大きく変えるほど，流れ
る水のはたらきが大きくなるのは，ど
のようなときだろうか．

・水の流れの速さ
・水の量
・運搬料

・地面の変化
・川と川原の変化

・ 流れる水の量が多くなると，水の流
れが速くなり，浸食したり，運搬し
たりするはたらきが大きくなる．
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物のとけ方 水に溶けて見えなくなった食塩は，ど
うなったのだろうか．

・水の蒸発
・重さの比較

・水の蒸発後の様子
・重さの変化

・ 食塩は，水に溶けて見えなくなって
も，なくなってはいない．

物のとけ方 物が水に溶ける量には，限りがあるの
だろうか． ・溶かす量 ・溶ける量 ・ 決まった量の水に溶ける量には，限

りがある．

物のとけ方 ● 水溶液に溶け残った物を溶かすに
は，どうすればよいのだろうか． ＊ ＊

・ 水の量を増やすと，溶ける量も増える．
・ 水の温度を上げると，ミョウバンは
溶ける量が増えるが，食塩はほとん
ど変わらない．

物のとけ方 ● 水に溶けた物は，どのようにすれば
取り出すことができるのだろうか． ＊ ＊

・ 水の温度を上げてミョウバンをたく
さんとかした水溶液を冷やすと，溶
けていたミョウバンを取り出せる．
・ 水溶液から水を蒸発させると，水に
とけていた物を取り出せる．

人のたんじょう
● 人の子どもは，母親の子宮の中でど
のように育って，うまれてくるのだ
ろうか．

＊ ＊
・ 人の子どもは，母親の子宮の中で，
へその緒を通して，母親から養分な
どをとり入れながら成長する．

電流がうみ出す力 ● 電磁石には，どんな性質があるのだ
ろうか． ＊ ＊

・ 電磁石は，コイルに電流が流れてい
る間だけ，磁石の性質をもつ．
・電磁石には，N極と S極がある．
・ コイルに流れる電流の向きが反対に
なると，電磁石の N極と S極が反
対になる．

電流がうみ出す力 電磁石を強くするには，どうすればよ
いのだろうか．

・電流の大きさ
・コイルの巻き数 ・電磁石の強さ ・ 電流を大きくしたり，まき数を多く

すると，電磁石は強くなる．

ふりこのきまり 振り子の 1往復する時間は，何によっ
て変わるのだろうか．

・振り子の長さ
・振り子の重さ
・振り子の振れ幅

・振り子の 1往復する時間

・ 振り子の 1往復する時間は，振り子
の長さによって変わる．
・ おもりの重さや振れ幅によっては変
わらない．

※表記について単元名以外は漢字表記に直している．下線：問い方，●：仮説検証型になりにくい問い，＊：該当するものがないことを意味する．

表 8　小学校 6年理科の教科書に掲載されている「問題（問い）」と「まとめ（検証された））との関係
小学校 6年
理科の単元 問題（問い） 独立変数

変化するもの（Ａ）
従属変数

Ａによって変化するもの まとめ（検証された仮説）

物の燃え方と空気 集気びんの中でろうそくを燃やし続け
るには，どうすればよいのだろうか． ・空気（酸素）の存在 ・燃え続ける ・ 物が燃え続けるには，常に空気が入

れかわる必要がある．

物の燃え方と空気
物を燃やすはたらきのある気体は，
窒素，酸素，二酸化炭素のうちのど
れだろうか．

・窒素のはたらき
・酸素のはたらき
・ 二酸化炭素のはた
らき

・物が燃える
・ 酸素には，物を燃やすはたらきがある．
・ 窒素や二酸化炭素には，物を燃やす
はたらきはない．

物の燃え方と空気 物が燃える前と物が燃えた後とで，
空気は，どのように変わるのだろうか．

・酸素の量
・二酸化炭素の量

・酸素の量が減る
・二酸化炭素の量が増える

・ 物が燃えると，空気中の酸素の一部
が使われて，二酸化炭素ができる．

動物のからだのはたらき 食べ物は，口の中で別の物に変化する
のだろうか． ・唾液 ・デンプンの存在 ・ デンプンは唾液によって別の物に変

化する．

動物のからだのはたらき
人やほかの動物は，空気を吸って，
空気中の何を取り入れているのだろう
か．

・酸素の量
・二酸化炭素の量

・酸素の量の変化
・二酸化炭素の量の変化

・ 酸素を取り入れ，二酸化炭素を吐き
出している．

動物のからだのはたらき
● 血液は，体の中をどのように流れて，
養分や酸素などを運んでいるのだろ
うか．

＊ ＊ ・ 血液は心臓から送り出されて，血管
を通って，全身に運ばれる．

動物のからだのはたらき
● 体の中でいらなくなった物は，血液
によってどこに運ばれ，どのように
して体の外に出されるのか．

＊ ＊ ・ 腎臓に運ばれ，血液中から除かれ，
尿として外に出される．

植物のからだのはたらき
● 根からとり入れられた水は，植物の
からだのどこを通って，全体に運ば
れるのだろうか．

＊ ＊
・ 植物の根，茎，葉には，根から取り
入れられた水の通る決まった通り道
がある．

植物のからだのはたらき ● 植物のからだを通って，葉まで運ば
れた水は，どうなるのだろうか． ＊ ＊ ・ 根からくきを通ってきた水は，主に

葉から水蒸気となって出ていく．

植物のからだのはたらき 植物の葉に日光が当たると，でんぷん
ができるのだろうか． ・日光の存在 ・デンプンの存在 ・ 植物の葉に日光が当たると，デンプ

ンができる．

生き物のくらしと環境 ● 生き物は，食べ物をとおして，どの
ように関わり合っているのだろうか． ＊ ＊ ・ 生き物どうしは，食べる・食べられ

るという関係でつながっている．
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生き物のくらしと環境 植物が，空気中に酸素を出しているの
だろうか．

・ 日光が当たってい
るときの二酸化炭
素と酸素の量．

・二酸化炭素の量の変化
・酸素の量の変化

・ 植物は，日光に当たると二酸化炭素
を取り入れて，酸素を出す．

生き物のくらしと環境 ● 生き物は，水とどのように関わって，
生きているのだろうか． ＊ ＊

・ 水が多く含まれていて，体の働きを
保ち，生きている．
・ すべての生き物は，水を取り入れな
いと生きていけない．

月の形と太陽 ● 月の形は，どのように変わっていく
のだろうか． ＊ ＊

・ 日没直後に見える月は，明るく光っ
て見える部分が少しずつ増えてい
く．

月の形と太陽 月の形が，日によって変わって見え
るのはどうしてだろうか．

・太陽の位置
・月の位置 ・月の形

・ 太陽と月の位置関係が毎日少しずつ
変わっていくため，形が日によって
変わって見える．

大地のつくり 崖が縞模様に見えるのは，どうして
だろうか．

・粒の色
・粒の形
・粒の大きさ

・崖の縞模様
・ 色，形，大きさなどが違う粒ででき
たものが，層になって積み重なって
いる．

大地のつくり ● 地層のそれぞれの層は，どのよう
な物でできているのだろうか． ＊ ＊ ・ 地層のそれぞれの層は，礫，砂，泥，

火山灰などでできている．

大地のつくり ● 地層は，どのようにしてできるのだ
ろうか． ＊ ＊ ・ 流れる水のはたらきでできたものと

火山のはたらきでできたものがある．

大地のつくり 流れる水のはたらきによって，どのよ
うにして，地層ができるのだろうか．

・流れる水
・礫，砂，泥の運搬 ・地層のでき方

・ 水のはたらきで土が流されると，色
や粒の大きさの違う，礫，砂，泥な
どが層になって積み重なり，それが
何度かくり返されて，地層ができる．

大地のつくり ● 火山のはたらきによって，どのよう
にして，地層ができるのだろうか． ＊ ＊ ・ 火山から噴き出した火山灰が堆積し

て地層ができる．

変わり続ける大地
● 地震や火山の噴火によって大地の
様子は，どのように変化するのだろ
うか．

＊ ＊
・ 断層により地震が起きると，地割れ
が生じたり，崖が崩れたりして変化
する．

てこのはたらき
てこを使って，できるだけ小さい力
で重い物を持ち上げるには，どのよ
うにしたら良いのだろうか．

・ 支点と作用点の距
離
・支点と力点の距離

・より小さな手応え

・ 支点と作用点の距離を短くすると小
さい力で持ち上げられる．
・ 支点と力点の距離を長くすると小さ
い力で持ち上げられる．

てこのはたらき てこが水平に釣り合うときには，ど
のような決まりがあるのだろうか．

・おもりの重さ
・おもりの位置 ・てこの釣り合い ・ ［力の大きさ］×［支点からの距離］

が両腕で等しくなるとき，釣り合う．

てこのはたらき てこを利用した道具は，どのような
仕組みになっているのだろうか．

・支点の位置
・力点の位置
・作用点の位置

・道具の使い方
・ 道具の使い方に合わせて，てこの仕
組み（支点，力点，作用点）が利用
されている．

電気と私たちのくらし ● 自分たちで，発電することができる
のだろうか． ＊ ＊ ・ 手回し発電機や光電池で発電でき

る．

電気と私たちのくらし ● 貯めた電気は，何に変えて利用する
ことができるのだろうか． ＊ ＊ ・ 光，音，運動などに変えて利用でき

る．

電気と私たちのくらし ● 電熱線に電流を流すと発熱するの
だろうか． ＊ ＊ ・ 発熱する．

電気と私たちのくらし
● 私たちは，電気を効率的に使うた
めに，どんな工夫をしているのだろ
うか．

＊ ＊
・ センサーとコンピュータを利用して
電気を効率的に使う工夫をしてい
る．

水溶液の性質とはた
らき

●  5種類の水溶液には，どのような
違いがあるのだろうか． ＊ ＊

・ 食塩水，石灰水は水溶液に個体が溶
けているから，水を蒸発させると白
い物（固体）が残る．
・ 5種類の水溶液のうち，食塩水と石
灰水は，個体が溶けた水溶液である．

水溶液の性質とはた
らき

● 炭酸水には，何が溶けているのだろ
うか． ＊ ＊ ・ 二酸化炭素が溶けている．

水溶液の性質とはた
らき

● 二酸化炭素は，水に溶けるのだろう
か． ＊ ＊ ・ 二酸化炭素が水に溶けたものが炭酸

水．

水溶液の性質とはた
らき

● リトマス紙を使うと，水溶液をど
のように仲間分けすることができる
のだろうか．

＊ ＊
・酸性：青リトマス→赤色
・中性：両方のリトマスとも変化なし
・アルカリ性：赤リトマス→青色

水溶液の性質とはた
らき

● 水溶液には，金属を変化させるもの
があるのだろうか． ＊ ＊ ・ 酸性の水溶液には，金属を溶かすも

のがある．
水溶液の性質とはた
らき

● 塩酸に溶けた金属は，どうなったの
だろうか． ＊ ＊ ・ 塩酸に金属が溶けた液から出てきた

個体は，もとの金属とは違う物．
水溶液の性質とはた
らき

● 金属が溶けた液から出てきた固体は，
元の金属と同じものなのだろうか． ＊ ＊ ・ 塩酸に金属が溶けた液から出てきた

固体は，元の金属とは違う．

　※表記について単元名以外は漢字表記に直している．下線：問い方，●：仮説検証型になりにくい問い，＊：該当するものがないことを意味する．
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因果関係を想定し，独立変数と従属変数との関係に
注目できるものは「仮説」を設定しやすい．例えば，第
3学年の単元「風やゴムで動かそう」では，風の強さと
風が物を動かすはたらきとの関係には，因果関係があり，
独立変数と従属変数も明確である．しかし，単元「明か
りをつけよう」の「どんな物が電気を通すのだろうか」と
いう問いについては，電気を通すか，通さないかが問題
になっているため，「仮説」を立てずとも調べれば分かる．
「仮説」は，ある現象を説明するための考えであり，
検証して確かめるために設定する．「仮説」を立てな
くても答えを求められる場合は「仮説」を必要としな
い．電気を通すか，通さないかは，ただ回路に組み込
んで豆電球がつくかつかないかを確かめるか，あるい
は回路を流れる電流を検流計で測定すれば良い．
次に，第 4学年の単元「夏の星」の「夜空に見え

る星の明るさや色は，星によって違うのだろうか」や
単元「自然のなかの水のすがた」の「水は，空気中に
出ていくだろうか」という問題（問い）は，「違うか
どうか」や「出ていくかどうか」という観察結果につ
いての問いであり，ある現象を説明する「仮説」を設
定し，検証する場面ではない．このように直接観察す
れば分かるような場合は，「仮説」を立てるのではなく，
観察や実験で確認すれば良いと考えられる．
また，第 5学年の単元「魚のたんじょう」の「メ

ダカの卵は，どのように育つのか．」という問いに対
してはどうだろうか．ここでも「仮説」を立てて検証
するという方法ではなく，メダカの卵を顕微鏡で観察
することによって，どのように育つのかという問いに
答えることができる．
さらに，5年生の単元「物のとけ方」では，「水に

溶けた物は，どのようにすれば取り出すことができる
のだろうか」という問いがあり，水溶液を冷やして溶
けていた物を取り出す場合と，水を蒸発させて取り出
す場合を考えさせる．この場合，冷やしたり蒸発させ
たりする方法を予想させることは，ある一定の水に溶
ける物の量は限られていることや物の溶ける量は温度
によって変わるという既習の事実に基づいて，「取り
出せる」という結果を予想している．「どのようにす
れば」というような問いの場合は，知識や事実に基づ
いて予想する場面ではあっても，「仮説」を立てる場

面にはならないと考えられる．
5年生の単元「人のたんじょう」で「人の子どもは，

母親の子宮の中でどのように育って，うまれてくるの
だろうか」という問いには，児童は仮説を立てるすべ
がないであろう．メダカや種子の発芽の学習から予想
するしかない． 

また，5年の単元「電流がうみ出す力」で「電磁石
には，どんな性質があるのだろうか」という問いに対
して，何らかの仮説を設定することはできるだろうか．
もし，この問いを「電磁石を強くするには，どうすれ
ばよいのだろうか」という問いに変えれば，電磁石の
強さという従属変数とそれに対する独立変数である導
線の巻き数との関係で「仮説」立てることができる．
また，6年の単元「電気と私たちのくらし」でも「電

熱線に電流を流すと発熱するだろうか」という問いが
あるが，ここでもコイルに電流を流したとき発熱した
経験から「発熱するだろう」と予想はできるが，この
問いに対して「仮説」を立てる場面とは考えにくい．
以上のように，ある問題について考える場合，そ

の問題の問い方やその問題の性質によっては，「仮説」
を立て，その「仮説」を観察や実験で検証して結論を
導くことを必ずしも必要としないことが分かる．
「仮説」は，未知の現象を解明するときに用いられ
る仮の説明であり，観察や実験によって真に正しい因
果関係であるか検証される必要がある．小学校理科の
問題解決の過程を重視する場合においても，問題の性
質や問い方に応じて，「仮説」を設定する場面やその「仮
説」に基づき予想する場面を考慮して，観察や実験を
通して結論を導出すべきではないだろうか．

4-4　「予想」と「仮説」の関係
「仮説」は，未知の現象に出会い，その現象を理解
したり説明したりするときの合理的な考えと言える．
科学における「仮説」は，因果関係が存在すると考え
られ，かつ客観的で再現性がある未知の現象を説明す
る考えとして用いられる．
一方，「予想」は，これから起こる現象の結果をあ

らかじめ想像すること，あるいは想像したものと言え
る．「予想」は予想するための根拠がなければ予想し
ようがなく，観察した事実や「仮説」などを根拠とし
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て予想することになる．
しかし，小学校理科の教科書では，「問題」の直後

に「予想しよう」が設定され，中学校理科の教科書で
も「課題」の直後に「仮説：課題に対する自分の考え
は？」が設定されていて，それぞれ問題や課題に対す
る「予想」や「仮説」を促すには工夫が必要である．
また，「結果」を予想するだけでなく，「考え（仮説）」
を予想するということによって「予想」と「仮説」の
扱い方が曖昧になっているようにもうかがえる．
学習指導要領では「根拠のある予想」を促している

が，この「根拠」にあたるものが「仮説」であったり，
観察結果であったりすると考えられる．児童の発達段
階を考慮しつつ，予想することと，その「予想」の根
拠となる「仮説」や観察実験結果との関係を明確にす
る必要があるのではないだろうか．

4-5　今後の課題
今回は，福井県全県下の小学校，中学校の理科の授

業で使用されている東京書籍の教科書を研究対象とし
て用いた．今後は，理科の教科書を発行している他社
の教科書でも「予想」や「仮説」をどのように扱って
いるのかを調査し，指導の在り方を深めたい．
また，「問題（問い）」の内容を類型化し，仮説検証

型に適した学習内容とそうではないものとを整理し，
「仮説」と「予想」との関係を明確にした指導の在り
方を探りたい．
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「仮説」と「予想」について考察するに当たり，仁
愛大学人間生活学部健康栄養学科の野村卓正准教授に
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上げます．
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